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器一雄一

れる

ま
ち
。
つ
く
り
の
基
礎
閉
め
を

T
問問的必

8
、
市
長
選
挙
と
湾
総
会
総
熊
楠
然
災
選
挙
〈
欠
鵬
開
門
4
〉
ガ
行
わ
れ
、

市
援
巳
は
渡
辺
譲
渡
氏
が
、
慾
輔
棋
会
議
員
巴
涼
小
山
崩
発
努
氏
と
杉
本
義
太
郎
氏

ガ
選
ば
れ
ま
し
た
@
湾
機
密
輸
慨
は

6
9
T
Z
2入
。
し
か
し
各
役
票
所
と
も
役

察
率
は
低
く
、
線
開
制
の

n-m出
%
を
大
急
く
下
箇
り
、
出
羽
・
邸
%
は
と
ど
家
り

渓
し
た
。

T
問問お

8
、
お
蛍
庁
し
だ
渓
滋
援
正
市
長
は
令
制
ぶ
澄
総
門
恥
融
開
け
て
の

家
ち
づ
く
り
の
基
穫
を
極
め
だ
い
L

と
簿
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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一2

語
学
に
伴
う
護
霊
祭
奪

回

野

崎

誌

が

主

主

主

豆

、

需

給

か

一

般

的

泉

川

辺

、

U

7

E
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、
営
側
内
務

満
涼
題
一
謹
一
f

石
川
賢
官
撃
手
会
主
た

川
v

山

藤

義

イ

恵

ー

一

酬

し

ま

L
t

鋭

明

、

鴎

時

一

常

識

日

M
M
M
貯
叉
に
恵
ま
れ
た
も
の
め
宅

輸
送
井
丸
一
案
書
笠
は
も
う
ひ
E

守
護

問

譲

コ

都

銀

一

吉

田

町

%

に

と

万

ま

り

ま

し

だ

4n

一
諮
問
山
(
鳩
山
刊
別
部
主
閥
均
幻
自
〉
的
ー
市

後
哨
時
犠
・
の
と
魯
と
比
べ
、
ふ
脅
権
者
数
は

8
7
0
0
人
あ
ま
り
増
え
ま
し
た
が
、
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脳
内
務
総
的
行
殺
を
秘
本
方
針
に
・
む
世
一

総
老
後
四
隅

t
た
ま
ち
づ
〈
り
の
土
台
を

つ
く
る
た
め
努
力
し
た
い
に
と
あ
い
怒

っa
今
後
4
年
問
問
、
中
市
民
事
担
仰
の
も
と

で
白
岡
山
救
世
H
文
化
総
務
を
め
F
寸
決
鳶

を
明
ら
か
に
し
ま
し
h
J
3

燃
に
数
釜
姦
は
Z
8
0
0人
あ
ま
り

減
り
ま
し
た
む

な
お
、
投
験
車
内
い
ち
ば
ん
官
向
か
っ

た
の
は
続
開
校
狭
ば
〈
+
市
役
続
布
佐
支

部
間
)
で
叩
-
m
w
%
、
次
い
で
第
9
投
票

奴
へ
布
役
中
ザ
校
)
の
相
布
切
叫
ん
持
と
な

っ
て
い
草
す
a

-
Rお
沼
、
中
間
役
所
定
閣
総
℃
職
討
践

の
山
山
遜
え
を
フ
げ
て
制
緩
出
り
し
た
筏
辺

市
経
は
竹
中
市
開
伐
と
職
院
が
夜
給
し
た
十
市

ま
る
1
月
四
日
に
品
目
わ
れ
た
市
絞
る
本
大
全
力
与
翁
注
し
て
ま
い
り

選
挙
に
お
い
て
‘
紫
綬
の
総
火
な
る
ま
す
"

ご
支
持
を
い
た
だ
祭
、
問
問
た
げ
げ
や
市
政
皆
様
ご
一
本
知
的
と
お
り
、
関
舎
は

を
日
間
議
事
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ヒ
的
、
夜
係
手
術
じ
お
い
て
も
非
常

り
ま
し
た
。
滋
か
い
励
ま
し
、
ご
支
に
殺
し
い
紛
糾
肌
税
制
仙
の
な
か
に
あ
り
、

畿
を
間
関
わ
り
ち
皆
犠
に
心
か
ら
慾
婦
問
機
々
的
関
泌
が
出
獄
し
て
い
ま
す
e

を

市

申

し

上

げ

ま

す

白

し

か

し

な

が

ら

、

融

L
い
条
件
の
下

私
は
こ
の
4
革
問
問
者
約
散
総
に
肉
で
こ
そ
、
皆
組
問
と
苧
キ
殺
り
A
W
い
な

け
て
、
縛
か
し
〈
淡
総
一
一
、
が
ら
‘
滅
的
市
岡
氏
本
的
拡

す
る
間
関
紛
数
蜘
同
文
化
滋
京
、

II
、
定
的
町
村
数
が
行
も
え
る
と
考

や

禁

君

主

づ

λγ~一
臨
え
て
お
り
ま
す
。

く
り
の
4
年
間
同
と
考
え
、

J
r
w
r
M
戸
、
一
殺
孫
子
市
も
十
万
総

未
来
語
号
、
ふ
滞
納
二
…

β
不

自

主

達

人

主

義

た

カ
を
注
い
で
ま
い
り
ま
い
知
的
…

~
2
L、
議

為

す

る

綴

す
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ほ

い

仁

川

長
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都

品

路

雑

多
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化

し

て
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え

ば

、

妻

子

釈

明

切

一

川

緩

い

ま

す
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制

定

、

裏

例

都

市

改

滋

事

業

的

後

一

行

部

、

市

田

尻

町

皆

様

、

途
、
予
賀
沼
町
本
皆
且
ア
帯
化
を
は
じ
め
市
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
明
肢
の

と
す
る
自
民
治
療
の
係
ぺ
総
数
成
あ
ぜ
}
の
た
め
に
議
後
い
い
糊
州
問
糊
を
勝

沼
始
時
的
増
発
・
総
帥
略
化
号
本
撤
回
的
無
決
し
て
ま
い
り
ま
ナ
む

い
ま
み
り
づ
く
り
絡
を
設
相
就
先
に
実
総
今
後
ど
も
唱
隊
機
と
綴
り
合
い
.

し
て
ま
い
り
ま
す
写
ま
た
、
和
件
陥
唱
し
か
も
仙
川
底
的
簡
に
も
謙
虚
に
勾
を

ほ
…
へ
の
潔
蕊
蕊
等
学
校
内
建
設
司
狭
山
開
け
て
市
政
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
法

裕
子
管
室
完
間
同
署
な
ど
‘
平
粉
℃
、
て
よ
ろ
し
く
お
賄
い
中
tγ
み

ま

明
る
く
文
化
約
な
巡
回
凡
ι滅
的
が
常
時
す
一
巳
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お

一
時

老
人
保
縫
淡
が
き
ょ
う
2
M円
l
お
か
て
い
る
鍵
療
保
軸
閉
経
毒
待
券
し
、

ら
察
施
さ
れ
、
翠
以
上
的
お
年
絞
り
裕
社
線
で
亭
警
告
匂
て
ん

お
よ
び
出
向
滋
N
M
土
問
歳
未
務
的
諮
た
き
搭
い
a

ニ
的
手
続
き
を
怠
り
ま

り
の
人
は
、
新
し
い
制
度
で
亙
臨
却
を
受
す
と
、
料
相
続
皮
に
よ
る
眠
障
療
の

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
帥
"
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
a
N
常

事
で
は
‘
訟
療
令
長
け
る
た
め
に
必
ず
手
続
き
φ
行
叩
て
く
だ
惑
い
e

擦
と
な
る
健
様
子
絞
め
交
付
手
付
受
注
ま
た
、
使
え
な
〈
な
っ
た

一
時
に
行
な
い
ま
し
た
。
ま
だ
交
付
を
吋
混
入
脳
陣
療
費
受
給
者
認
」
は

録
け
て
い
な
い
人
は
、
却
銭
と
加
入
し
議
校
総
あ
る
い
は
各
支
所
に
証
一

老
人
傑
鑓
法
き
ょ
う
ス
タ
i
L
r

マ，齢

、・e

し
て
く
だ
若
い
6

4

司
こ
ん
な
と
き
持
拍
手
続
象
者

マョ
3
3
Q

A健康王子綴

争

後

4
2
3
人
で
1
位
、
議
務
総
務
泌
総
伯
、
ゆ
}
肉
祭
変
は
農
業
世
帯
人
数
‘
綴
時
総

溺
川
同
問
問
じ
く
一
般
機
械
器
具
滋
淡
品
離
が
3

州
桝
総
務
級
、
作
付
阪
線
、
農
業
出
問
機
的

糊

8
1
体協間以丸
1
紋
と
な
っ
て
い
ま
す
e

品
問
中
明
日
制
淡
な
ど
、
際
世
在
郷
す
る
義
卒

業
本
市
市
町
工
裁
は
同
階
下
件
、
は
添
い
レ
ベ
品
別
な
一
事
議
骨
肉
戒
し
、
議
幾
業
的
実
態

司
叫
ん
に
絡
し
ま
す
が
、
議
議
で
は
撃
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
長
と
し
て

郎
総
事
的
ベ
ス
干
狩
仁
い
く
つ
も
入
つ
い
ま
す
。

殺
で
い
ま
ナ
。
そ
れ
が
本
市
工
業
的
特
徴
絞
殺
対
象
同
時
、
経
営
耕
地
面
積
が
い
日

開
唱
と
い
え
る
よ
う
で
す
a

7

1

ル
以
ふ
ん
、
ま
た
は
腕
牌
獲
物
総
援
売

ヱ
業
総
計
務
官
就
は
務
部
門
M

汚

れ

日

税

額

が

叩

万

m円
以
上
的
機
嫌
で
す
α

総
盗

殺
で
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
曲
属
品
開
基
本
蹄
驚
に
ご
協
力
来
四
月
が
お
品
開
い
し
た
織
に
は
、
ご
協
力
を

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

2
m
n
1
8
貌
筏
で
農
業
議
本
議
官
就
が
お
綴
い
し
ま
す
。

附
訪
問
年
件
、
従
業
員
四
混
一
院
3
人
以
実
務
事
れ
*
手
。

i
j必
閥
咽
剛
氏
総
統
計
係
i
i

下
町
一
事
業
鋭
的
…
総
と
4
人
以
上
的
事

業
所
を
対
象
に
綴
殺
し
ま
し
た
。
ニ
れ

に
よ
る
と
、
事
業
相
制
緩
で
は
い
わ
ゆ
る
か

砂
中
小
品
思
議
。
が
多
〈
、
従
業
員
3
人

日

以
下
的
犠
議
所
数
が
時
と
ト
ッ
ブ
。
止
制

い
で
4
人
か
ら
9
人
的
務
綾
部
間
数
向
日
韓

と
絞
き
ま
す
ω

従
業
民
救
2
6
0
人

以

例

ぶ
師
事
業
所
数
は
6
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
年

後
骨
歌
劇
数
Q
d
人
以
下
の
卒
業
所
は
1

3

4

1
で

毒

す

誉

市

め

て

い

ま

す

。

碑

4
人
以
上
の
講
義
高
級
車
じ

Z
柿

と
、
簿
一
僚
出
判
事
業
所
数
で
は
が
ん
制
的
、
喝

ブ
ラ
ス
チ
Y

ク
一
鍛
品
な
ど
の
紫
紺
協
が
m
w
.

同
一
事
裁
殺
で
後
も
捧
〈
、
ま
た
業
稜
判
明
従

抑
制
一
業
者
数
は
で
敵
機
械
腕
時
災
絞
滋
業
が
1

び

V
C
泌
総
学
殺
事
は
市
役
所
的
税
制
慌

謀
ま
た
は
党
滅
寸
で
魯
ま
す
a

そ
の
擦

は
必
す
碍
緩
b
級
品
帯
し
て
く
だ
き
い
a

次
的
ヰ
》
な
ぷ

i
u
f
多
寺
り
ま
し

*
生
続
出
口
口
以
上
絞
っ
た
火
、
取
得
し

て
か
ら
却
百
以
内
的
犬
は
絞
滋
〈
ギ
ー

削
附
ぺ
体
議
(
年
2
図
)
を
受
け
ま
し

ZA炉
、
匂
，
訟

*
4
A
め
遜
動
内
散
h
V
〉
持
品
、
必
ず
鎖

か
綴
を
付
け
ま
し
ょ
三

*
公
的
紙
約
{
数
恥
伊
〉
中
に
.
犬
が
排

緩
し
た
と
き
に
は
宅
制
慨
を
ピ
ニ

l
ル
袋

に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
必
ず
後
始
米
を

し
ま
し
ょ
‘
フ
。

ホ
闘
い
犬
が
入
を
か
ん
だ
と
き
は
、
開

中
山
は
た
だ
ら
い
い
線
総
誠
司
齢
制
に
総
け
ま
し

ょ
う
。
後
答
者
か
ら
綴
織
が
あ
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
的
関
い
殺
が
綴
け
山
山‘ヲ

レ乙

b
d駒

山
り

B
U

H
H
4忍

醐

酬

し
、
議

M
H
開
閉

じ

吾

参
袋

数
片
時
一
犬
ニ
-A
ピ

ペ
ッ
ト
と
し
て
、
番
犬
と
し
て
火
を

総
今
象
的
臓
が
‘
ま
す
ま
す
品
唱
え
て
い
ま

す。
し
か
し
.
こ
め
か
わ
い
い
火
も
ひ
と

つ
ま
ち
が
う
と
、
大
事
な
務
散
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
犬
を
制
問
、
?
と
患
は
、
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こ
ど
も
に
読
書

合
楽
じ
さ
を

長
崎
譲
之
助
既
を
諮
き

日
年
震
読
審
欝
議
会
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総
務
総
で
は
、
市
内
で
読
寄
金
や
文

銀
総
数
{
楠
棚
域
火
線
、
察
官
縄
文
療
、
母

祭
文
滋
な
ど
)
金
行
っ
て
い
る
み
な
き

λ
の
連
絡
会
を
作
る
た
め
、
そ
の
状
制
慌

を
総
べ
て
い
ま
す
②
活
動
中
的
ゲ
ル
i

プ
的
方
は
ぜ
H
V

、
ご
連
絡
〈
だ
き
い
a

v
mい
合
お
骨
泌
総
図
幾
館

金

る
喜
つ
に
心
胤
W
け
ま
し
さ
フ
e

vm問
い
合
わ
せ
い
制
緩
然
保
問

官

0
4
7
)
1
(
m
w
)
1
2
8
8
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時
の
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お
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所
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か

ら
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し

れ

か

れ

る

ぬ
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…
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今

年

が

ら

柏

税

務

署

が

朝

男

で

き

ま

す

許

容

2
3

一一一

は
3
m月
お
お
ま
で
で
す
。
振
替
納
税
を
中
務
官
燃
は
、
別
沖
地
郵
送
い
た
し
ま
す
織
し
い
な
る
か
、
後
詰
な
ど
で
諜
制
抗
議
究
開
災
総
然
際
険
・
間
関
山
氏
年
金
持
ぷ
一
F

f

…

い
よ
い
よ
申
告
の
時
制
耐
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
体
回
世
宇
果
、
甫
に
と
っ
て
療
も
大
惨
な
叫
同
線
で
す
。
私
た
ち
が
幽
聴
か

-

J

…

利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
が
、
日
掛
か
な
い
カ
は
、
申
告
会
場
へ
お
誹
ぞ
鴻
絡
し
て
く
だ
さ
い
E

明

幾

〈

市

中

役

所

受

付

金

場

で

交

付

…
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…

主

雲

寺

、

支

出

吹

雪

?

る

た

め

に

、

税

金

泣

い

ろ

い

ろ

な

と

ニ

三

銭

わ

れ

て

い

ま

す

。

襲

蓄

さ

霊

的

書

室

綴

い

し

ま

す

@

室

、

議

露

、

隊

機

伐

語

、

一

二

ん
の
正
し
い
申
hw
雲
仙
納
税
で
醐
明
る
い
町
を
つ
〈
り
ま
し
ょ
う
@

な

お

、

第

3

線

分
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緩
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網

開
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ま
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目

昌
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副
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岨
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嗣

順

欄

住

宅

設
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持

綾

部

双

山

添

付

線

級

は

波

艇

を
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一

塁
墨
付
期
間
は
、
主
主
尽
か
ら
3
丹

同

日

ま

で

、

襲

撃

と
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孫

子
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鎮

で
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を
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に
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械

、

霊

童

雲

な

ど

の

支

払

い

を

め

て

い

た

だ

く

と

、

残

訟

は

皇

警

警

昔

、

安

全

霊

を

も

ら

去

、

棄

の

や

り

と

り

な

し

で

鏡

と

.
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撃

市

役

所

め

窓
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も

喜

一

院

守

誠

事
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幡

受

け

て
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る
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台
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た
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を
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入
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間
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浅
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鴻

禁

加
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書

年

中

に

、

受
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ら

鉛
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高

ら

時

僚

よ

り

も

斌

惜

し

く

宗

総

紛

で

黙

が

あ

り

ま

す
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定

議

は
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き

る

だ

一

露

骨

税

論

議

室

す

る

人

的

合

事
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議

議
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筆
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議
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限
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れ

ま
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え

る

霊
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た

人

は

、

贈

産
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立

場

合
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け
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あ

げ

る
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つ
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義
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1
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多
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ど
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援
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を
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ま
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れ
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掛
織
に
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じ
て
か
か
る
税
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で
す
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幼
鳩
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判
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入
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附 2. I (4) 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
年
末
調
整
で
岳
謹
控
除
を
受
け

る
た
め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
宅
取
得
投
除
、
医

療
費
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
は
、
年
末
調
整
で
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
確

定
申
告
に
よ
っ
て
控
除
を
受
け
、
源
泉
徴
岨
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
浸
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

還
付
申
告
は
、

2
月
同
日
以
前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
阜
〈

申
告
す
れ
ば
、
税
金
的
還
付
も
そ
れ
だ
け
阜
く
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ま
で
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
な
ど
は
、
税
務
署
の
低
か
に
、
市
役
所
課
税

課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

還
付
申
告
が
で
き
る
の
は
、
次
白
よ
う
な
場
合
で
す
。

可'、-びあ

...期限間近は混み合います。平めに申告を

3
万
河
内
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
ね
の
費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ

①
丞
済
期
間
は
凶
年
以
上
ン
剤
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

②
年
間
的
返
済
額
が
却
刀
円
以
上
で
出
産
、
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
、
社

あ

る

こ

と

。

会
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険

や
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済

組
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分

娩

費

諜
た
だ
し
、
住
宅
金
融
公
庫
や
勤
務
や
出
産
費
が
支
給
さ
れ
た
場
合
は
補
て

先
か
ら
の
住
宅
貸
付
は
対
象
に
な
り
ま
ん
金
と
な
り
、
そ
の
分
は
差
し
引
か
れ

せ

ん

回

ま

す

。
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ず

調

べ

て
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守
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築
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昨
年
中
に
住
宅
を
新
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た
り
、
新
争
ロ
ー
ン
を
受
け
た
場
合

築
住
宅
を
続
入
(
建
売
り
、

7

ン
ン
ョ
前
記
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
人
で
、

ン
な
ど
)
ま
た
、
中
古
住
宅
を
取
得
し
住
宅
購
入
資
金
を
民
間
内
金
融
機
関
等

た
方
が
止
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
か
ら
次
の
条
件
で
借
り
た
人
は
、
最
高

定
額
1
万
7
0
0
0
門
的
控
徐
が
受
け

J
引
U
M
H
1

ら

れ

手

。

た

だ

し

、

居

住

用

財

産

を

一

病

問

竺

実

二

襲

警

空

余

一
入
院
:
二
回
目
躍
広
義
E
F

封
記
階
以

買
い
換
え
、
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
仁
レ

M
I
L
l
i
-
-
a
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-
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特
例
等
の
適
用
を
受
け
た
場
合
は
受
け
本
人
や
家
銭
円
方
が
病
気
や
け
が
な
療
、
指
示
が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
ご

り

れ

ま

せ

ん

。

ど

で

医

療

費

を

支

払

っ

た

場

合

、

こ

の

技

意

く

だ

さ

い

。

争

新

築

の

場

合

額

が

通

常

5
万
円
を
超
え
る
と
、
そ
の
な
お
、
美
谷
整
形
や
健
康
診
断
な
ど

①
家
庭
内
床
而
械
が
胡
平
方
灯
以
上
超
え
た
部
分
の
金
績
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
寸
川
叫
引
引
叶
叶
」

1
6
5
平

方

れ

以

下

医

療

費

こ

ま

医

師

蓄

量

的

二

点

建

で

一

一

唯

一

貫

空

愈

i

t

一
損
害
:
一
帯

j

担

務

②
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
居
し
、
支
払
っ
た
治
療
費
や
入
段
費
の
ほ
か
に
、
両
日
同

I

L

i

a

-

a

・

1
1

授
徐
を
受
け
る
年
同
ロ
月
出
B
ま
で
引
止
の
よ
う
な
寵
接
、
治
療
に
必
要
な
支
昨
年
は
古
風
に
よ
る
水
害
が
あ
り
ま
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
災
害
減
免
法

き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と
。
払
い
も
該
当
し
ま
す
。
し
た
。
皆
さ
ん
の
家
や
家
財
は
被
害
を
に
よ
る
税
金
の
減
免
と
、
こ
の
雑
瓶
投

③
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
が
8
0
A
V治
療
、
療
養
に
必
要
な
医
薬
品
の
購
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
ま
た
、
火
災
除
と
の
っ
ち
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を

0
万

円

以

下

入

費

や

盗

難

な

ど

で

多

額

の

損

害

を

被

り

ま

選

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

す

。

刊

誌

持

刊

し

!

の

受

口

向

付

ん

ま

、

は

り

、

き

申

う

な

ど

の

施

…

μれ
れ
り
十
時
特
一

-
L

そ
の
砲
の

④
取
得
的
日
以
前
に
1
年

以

上

借

家

+

保

健

婦

、

看

護

婦

な

と

の

講

義

喜

皇

室

支

出

と

の

さ

ま

ざ

訂

遺

付

申

告

な

ど

に

居

住

族

的

方

は

該

当

し

ま

せ

ん

回

)

な

ケ

I
ス
に
応
じ
て
、
控
除
が
受
け
ら
次
の
よ
う
な
方
も
、
税
金
の
還
付
が

⑤
売
主
が
売
る
前
に
引
き
続
い
て
3

争

出

産

費

用

れ

る

と

い

う

も

の

で

す

。

(

詳

し

く

は

受

け

ら

れ

ま

す

。

年
以
上
所
有
し
、
か
っ
譲
渡
的
B
以
前
争
入
院
内
部
屋
代
(
差
額
ベ

y
ド
料
)
、
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
)
@
特
定
的
寄
付
金
を
支
出
し
、
寄
付
金

2
年

以

内

に

居

住

し

て

い

た

も

の

。

食

事

代

な

お

、

別

荘

や

宝

石

な

ど

、

日

常

生

控

除

が

受

け

ら

れ

る

人

。

⑥
叩
年
以
内
に
新
築
さ
れ
た
も
の
争
通
院
費
、
医
師
の
送
迎
資
活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
の
損
害
は
@
年
末
調
襲
の
際
に
、
生
命
保
体
問
、
国

⑦
家
屋
内

1
平
方
幻
当
た
り
の
固
定
争
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、
補
聴
器
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昭
和
町
民
健
康
保
険
、
由
民
年
金
、
扶
養
な
ど

資
産
税
評
価
額
が
7
万
7
千

円

以

下

で

義

歯

な

ど

の

購

入

費

年

分

の

所

得

金

額

が

4
0
0
万
円
以
下
町
控
除
が
も
れ
て
い
る
人
。

あ
る
こ
と
。
諜
以
上
の
も
の
は
通
常
、
医
師
の
治
の
方
が
、
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に
@
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末
詞
繋
を

申
告
の
準
備
は

進
ん
で
い
ま
す
か

申
告
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
、
皆
さ
ん
準
備
に
忙
し
い
こ
と
と
忽
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
確
定
申
告
を
す
る
場
合
の
注

意
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
呈
品
銀
は
3
月
日
目
白
ま
で
で
す
が
、
期
限

mEに
な
る
と
混
雑
し
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
笥
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
皇
暑
の
書
き
方
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
税
務
自
書
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

白

-

E

だ
き
ま
す
の
で
、
譲
渡
の
あ
っ
た
方
や
か
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
張
受
付
会

は
対
滋
彦
筆
へ
や
は
り
ヘ
ヴ
ゴ
i

営
庶
業
所
得
者
向
方
も
、
な
る
べ
く
税
場
、
市
民
会
館
と
も
、
た
い
へ
ん
に
混

;
三
万
〉
相
ど

3
rリ務
署
で
喜
し
て
く
だ
さ
い
。
維
が
予
想
さ
れ
手
の
で
、
や
む
を
得

4

3

t

t

d

a

'

I

l

I
白

'
i
'

な
い
場
合
を
除
き
、
ご
違
憲
く
だ
さ
る

市

役

所

で

は

、

主

に

事

長

内

申

出

張

ヘ

↑

泊

尿

、

き

お

願

い

し

ま

す

。

告
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
混
み
あ

ωま
手

的
確
定
堅
固
に
つ
い
て
は
、
拍
説
務
署

(
出
張
受
付
)
ま
た
は
無
料
相
談
を
ご
市
で
は
、
下
表
の
申
告
カ
レ
ン

F
i

利

用

く

だ

さ

い

。

の

と

お

り

2
4
か
所
で
出
張
受
付
を
予

な
お
、
市
で
は
還
付
申
告
な
ど
、
ご
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
臼
は
職
員
が
分

〈
簡
単
な
史
口
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
散
さ
れ
、
出
張
分
と
市
民
会
館
と
に
分

第605号

間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
(
午
前
日
時
頃
の
受
け

付
け
で
も
、
約
2
時
一
間
お
待
た
せ
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
)
な
る
べ
く
、
土
稲

田
の
申
告
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
日
で
も
混
雑
の
具
合
に
よ

っ
て
は
、
午
後
4
時
の
受
付
締
切
を
、

午
後
2
時
で
締
め
切
る
と
い
う
よ
う
に

早
め
に
受
け
付
け
を
締
め
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。一申
告
の
潤
慨
は
p

w

次
の
〆
ほ
注
意
在

。
添
付
書
類
の
確
認

。
印
鑑
を
必
ず
持
参
(
認
印
)

。
自
分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

事
前
に
里
町
蓄
を
入
手
向
上
、
な
る
べ

く
記
入
し
て
お
く
。

。
自
分
で
全
部
記
入
で
き
る
人
は
、

郵
送
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

a

。
特
に
還
付
申
告
は
2
月
中
旬
ま
で

に
。
早
め
に
申
告
す
れ
ば
、
早
め
に
還

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

出
譲
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

税
務
署
で
は
、
申
告
カ
レ
ン

F
i以

外
に
も
、
止
の
と
お
り
出
張
相
談
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

金
巾
川
信
用
金
庫
北
一
相
支
庖
(
富
勢

小
わ
き
)
午
前
四
時
か
ら
午
後
3
時

特
に
布
施
、
久
寺
家
、
綴
戸
地
d
悼の

方
が
便
利
で
す
。

2
月

m日
(
火
)
、
回
目
(
水
)

3
月
2
日
(
水
)
、

3
日
(
木
)

争
柏
そ
ご
う
午
前
四
時
か
ら
午
後

3
時
加
分

2
月
幻
日
(
月
)
、
四
日
(
月
)

3
月
4
日
(
金
)
、

7
日
(
月
)
、

H
日
(
月
)

A
T
柏
高
島
屋
午
前
四
時
か
ら
午
後

3
時
泊
分

2
月
出
品
目
(
月
て
包
日
(
火
)
、

担
日
(
木
)
、
部

g
(金
)

3
月
7
日
(
月
)
、

8
日
(
火
)
、

山
田
(
木
)
、
江
日
(
金
)

者9 :00-16:00 署務税111 

雑緩鐘検 I!療費接橡 住宅書量得授除 [ど
-・・ -・
i a i ? 喜( 品E E白収色E i健勝i 

額 i理f員リ 源ど[l'[
を泉害災 泉を療費

護

謁徴金誌 徴一
売り' ン 場ζu冬町民~X、 のべ収額明 収覧等
機関の取の控除住同に存宅証住場合 同 場合て察の書 察にの

お(明( し様 か場得(民可酉、よ (祭写本
いて 火災細書祭警

た ijJ(
町ら合、!格面前記のてつ明書新築 L 竺( 

も証
覧〈保( σ) ~、 f貰譲をに写はやに 本

だ倹領 i吉 が日 還渡明つ L 、家{昔つ

印鑑
さな収防 あ時

等託金対1証曲らけ)家屋 けいど証署 る か加 の加l
J でなの と支

明菩 I~j すに てえ の評緬自d;1契i貸昔t てぇ
は

議ど証 使主
持必参ず

て)明 事l )書書る
ん

) 

すで 氏名さ Ui n)j約
iL 、3 、

ゃ書 書なた
額金な 1司

金 長長ど

受
け
な
か
っ
た
た
め
、
税
金
が
約
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
。

。
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
や

廃
業
な
ど
の
た
め
、
所
得
が
前
年
よ
り

大
幅
に
減
っ
た
人
。

還
借
金
の

受
け
取
り
方
法

銀
行
振
込
と
郵
便
局
か
ら
受
け
取
る

我係 f市民会館 I9 :00-16:00 

9 :00-16:00 

9∞-16:00 

申告カレンダー(詩話祭器三)
月日 i内容|会 場|時間

2/.161*) I所得税同確定申告 i

3/附必|且び贈与税全般

2/16肘

3/15ω 

2/17側

2/18俗

2/22ω 

2/23側

2/24(t) 

2/25倒

っく L 野支所

布佐市民センター
(布{主主所2陪)

市・県民脱会般

簡易な確定申告

(出iU受付)

9 :00-16:00 
湖北地区公民館
(湖北支所隣)

zf雲言葉喜
座、を座銭が
に振調番行あ
且込べ号のり， n /1 りのて、名ま

我孫子市民会館 19:30-15:301 I LlI~o 手雲行刑
.J('!!X:M" はては預あ
沖臨.{j 、〈殻金ら

太陽神戸銀行 111l'M_1J:;.'nnl市f 喜王寺量七
我孫子支庖 110:0ト 15:001 鴨肝 雪いの知的

"" 名二郵お
義た{里よ娠

9 :00-16:00 
湖北台市民センター

(湖北台支所持草)

所得税的確定申告

知談・受付
(税務審出張受付)

所得税の確定申告
無料相談受付
(還付申告も含む)
税理士の方による

2 /28(ゆ

3/1ω 

2/24尉
2/25箇
3/ 4~首

Eフ吉原
2/18幽
3/1山
3/3同
3/4幽

356 



"'駒市ザ

後
蹄
鳴
を
受
け
る
場
合
位
、
内
印
畿
と
間
博

子
健
康
手
緩
を
持
参
し
て
〈
だ
善
い
。

V
政
由
罰
す
る
幼
児

1
総
6
か
汚
か
ら

3
畿
の
誕
縁
日
ま
で
的
幼
得
該
当
者

以
外
的
人
は
、
協
策
外
在
し
て
省
軒
と

な
り
ま
す
瑚

4

、
解
務
手
跡
的
雌
柑
描
慌
の
窓
療
機
関

あ び
"'IJj艶6f.i、I'!!息鍵員長量全査の祭経

可'、-

ζ

と
し
3
回
自
を
迎
え
た
た
u
品一万一ツ

ソ
ン
に
は
1
0
0
0
人
的
品
物
納
品
鳴
が
絞

め
か
け
、
五
月
丹
原
物
総
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
た
a

今
絞
殺
織
を
織
っ
た

(5) I州日

元主主マラソン{…章受望号子〉

で2連覇

間島幸次さん

糊
魁
麻
紙
館
勤
酷
い

毎
年
2
月
に
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
.
3月
に
耐
世
相
糊
し
て
い
た
幽
闘
が
ん
お

よ
ぴ
品
開
人
科
的
検
鈴
は
‘
制
叫
在
保
健
セ

ン
タ
i
総
数
中
的
た
め
‘

5
月
以
務
に

な
ワ
ま
す
。
く
わ
し
い
日
程
お
よ
び
申

し
込
み
方
法
は
4
同
月

1
8
警
で
#
知
ら

せ
し
ま
す
E

編
調
鴎
閣
厳
司
d

小
児
?
と
挨
ワ
ク
チ
ン
〈
ポ
uツ
オ
}

投
与
は
3
か
汚
か
ら
い
怖
か
開
け
ま
で
に
Z

間
関
受
け
止
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
窓
織
の
予

数
殺
四
械
で
す
。

体
制
怖
を
判
制
緩
し
、
問
問
器
票
を
良
〈
統

ん
で
一
止
確
に
総
入

mvzえ血
性
チ
手
綴
と

-rLに
持
事
し
て
く
だ
さ
い
e

V
対
象
の
乳
幼
由
品
開
明
務
部
部

hun・2
・

日
か
ら
昭
和
田
年
四
月
抗
日
ま
ぞ

ι生

ま
れ
た
乳
幼
吟
石
間
附
吹
け
て
い
な
い

乳
幼
出
ん
は
四
怖
か
河
ま
件
、
に
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
)

'v
発
け
ら
れ
な
い
級
品
胡
宛
①
下
荊
を

し
て
い
る
伶
発
熱
を
し
て
い
る

撃

し

い

鵠

重

警

が

あ

る

を

滅

もがヲヲ毒霊堂j品 !???i設
立i言語2言語i己主的よムiIiZ屋全Z事真
2 ドモ之吋 11読ま~寸;γ:言語iE!? はき

討議ij明vrr可!lji宅
'ぞ 現んも主主!t~I I意義主ZJ時の議
53Eだ嚢hzii今むβ2襲33Jigf!1
-こ少を掛か総 帯た i 罪悪路ま総 理事里堅二壬ま 16いやや {雪量

言ずら警 骨ら; ￥2で空 雪量霊で豆字詰整相手芸
むきfi33jr2232225まけ
己事長長 zEiz z r z Z2 2 
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唱降水道薦 84-0111 .賓客様君主滋務務所 85-1171
・消防署 84…011司令中灸公終盤富 82-0515.筋一部11
.社会教育課 85-1511 .身体調車線機嫌紙セン~- 88-0141 

l懇童謡溜鰐翠端J
惨臼持 3月58C二仁〉ガら7Eヨ

〈月).4日夜市役所主主関前出発
惨糧所 群橋県高霊童要片!iilスキ…主聾

砂金量l 1万8()(お河〈検定例手E望D

炉募集人員 40υ九

砂申し込み八万キC径長時、氏名、

後]3IJ、書童話番き、受重量手5>翠級毛主号号

きさしてeWH3-11:J ジ重量幾重量

訟主宰著書渋へ。 2湾1581立替のこと

紗罪事い会わせ湾設霊f事務夜盟82

ベお51

，.:E緩 lnスキ達霊童

端機聾繍醐爵帯構み!
主語jt.色野球場を己濯、祝81と塑i

E指したい母体l孟、 2月15臼Ck)誌

で!と所定の登録筒紙に必要事項在

記入して申し込んでください。

砂申出邑先中翠253-2石井米盾石

狩光次臨ßã<{~ (後縁用紙を用意〉

砂罪事い合わせ 石井光次郎官僚{)

絞)9主主道事、日媛、 滋罰、夜罪事I立昔

話7イ2511

[轟;?の;季、芸重要i
学工茶道重量豊で革、重苦巻こちなみ、

重量疑事喜怒による楽しい手芸震をお

い霊安売す。

傍若3事寺 21'ヨ守をヨCk)から6日

〈臼)'干潟10鱒ガぞう午後78寺まで

惨事陣所 1じのひらガ護活ギャラソ

く童謡獄事実孫子駅北口〉

砂家事量 子百事記:ζ主主漆喜費
'P問い合わt宝 E吉本宮路一3070

|枇鯨特棋を垂j
惨 8~華 2Fll1図〈祝〉午寄U108寺~
惨事酷開時 金子議主主話事 Cln殺E軒近く
事業主菜ミ子守泌告〕

惨重量量産 10伐隅〈星雲食i若〉

砂隠し、昔話のを空 重量予想82-3394

砂五主義華 滋孫子幸害復隊主主主主

京誌しモオ*下車主総事総n本7Jラ
エヰケゼット察官意気オ1レプjン

*憲章子オルガン寧際問スつー

タ…

争由自つ℃くだおい争

ゅ活存J欝滑輯*爽y:タイプ*さi'e
鳴る問機感[λ.<j権モ子どもF号急車王
室語家三1'IA:'

ル事し泳ib 官民主主主主幾

楽祭171主計71<.1:守:毒給総筑波尤?

をう"Cl事。そ1ぬえ藷00う霊童話i立童委

1:tllJ lすさません。よ~滋襲撃を令

者自防署富{勾げδ文芸醤持軍議選藷l'l'iを筒
毒薬し絞殺。緩めてのヱきもどうぞご

毒事総くだ百きい。

砂8襲撃 21'ヨ12刻、 198、268、
31'寄与の、 128Ol喜玄重量密。午後

1泌総分から3草寺3W<表で
ル滋罪時 ζド焚長三E完霊堂 (31'弓561己主

総長主主主総主義δ会議養護霞〉

1>1軍事事 務主E詰ま襲足当lna織さん霊霊祭
ルテキスト 装車線111総裁文書喜など

修ま在庫亀 然審議40人

惨申し込みハt:Jキ!と健所、氏名、

理意義君主藍務署安時諸島召し、 ま主主事ヨ¥'1臼84書聖

路軍毒機会lna議遣さちん祭へ
修盗事撃 事責務君主総重量

|身輔熱心繍蹟齢j
1隊o不在話約紙人主主務〈主義謹潟をi足
獲するだ/1) 型軽童話線援の求人.:;;控

室義主義臨喜連語惨殺害まま更の巡り罪事緩しま

宅言。ふるってこ了著書1J[Jく主ささし¥.

診を奇襲普 及跨火〉

1>舗陸許時 三三然主義紛争窃E認定芸〈総事詩聖載

。言語)3襲義

易鯵主車窓詳し主主み 総戸公宍華喜重民主走

主主税措0473-fi2-il106波紋1革路護軍隊

出張新宮容471-是非4181

i楽O)!j舗を絡め臨場人i
新たにう経験ゆIJ憐異説静穏講震後緩み

疋い人の申告藷曜を後171甘11:':;，: c. 12: 
なりまし位。

これは禽機管波浪o*関認さの下民
人口1曽1JO等地獄として畿道議後受iオ

{立けるものです。

砂串Z書聖量得担聴罪華 21'司1Eヨ〈災)t:J

ら146C湾)~まで

惨受付議所 幾二五譲事

修罪悪い念写3役 員車二五警撃

あ びこ

i;議勝通灘謀議~議事喜劇
響詩双子型産署捜連事械では間羽詰年度

の量譲住警護軍綴没後埋ま罪悪重軽しますロ

...応募資事話機内1;::緩往する人で

中学線機およu議型転車島銀本望書見込
it!e白人Eまたはゆ学校をぷ合撃し主主人

とi薄型警以上旬努力がおるとき望めら

れ主主人〈察室義人燃はおG人〉。

砂獲得媛罪事 3Fl66(8)怒ら悠
8CごりをまでのとF絞殺事事だら午後3

草寺ぎで。だえさし3Fl126C二主Jo午

後および3Fl138(去三〉そを罪事く。

b選哩苦労話量 議議終響詩霊童d二磁器量

砂罪重い重量わtt 二F紫雲寝泌総盟0472

-51-9223 

消費著書叫す阪なのパイプ役とし

て、消費主主主51とついてをヨ燃携えて

いるご態見ご聖書惑な監禁上討してい際

だくとともな、…俊幸導要望号暫!こ匙j診

る構義援供などのお李総い者をして

い主主ださ主主主管。

験資綴 喜義F号主主連む露差以上(})入

谷募集入量豊 10荘人

...径J輯務総僻3Fl31俗芸m
b豊富主主 主主罪塁7筏治鈎

診療し込み宅;=260-91子縁£字決毒事
室主懸軍l¥重量幸喜40恵子繁華護金ま題総量需要理

主主遺書望童話費豊富行政事長〈岱0472-23ω

2290. 31'寺208締め切り。 Z主治、

申込淘紙沼市役所総民主主主言語撃にあ

ります。

同搬の家欝簿J体鰍募集|
家計簿記犠巳関するもじり考査1d:ん

でもg由!と塞いてく走きさい。

1>応募 4∞~36療機用絡を3校以

内(尽8IJ，項目tJ1B志約一費量液凝議室
付)1こ{住所、氏8、華襲量産、繁盛章、

家径一覧〈応募苦言との童謡綴、繁華語、

毒筆業など7、家裁実撃を審議ま事費支、議選議
議号室を記入し、主主言語に f雪主義?襲警宇客

数差是J と草是認して、 2)'ヨ2諮問さまで
iこ、手28昌子案策策尊重証百十守二子雲襲

警霊会E霊密室主喪主主主E言軍内平繁華議約書誌

推菱重委員会へ送惜してくだ咲いa

主主著号、路事事療福ほお返ししません。

!露轟議長?基蓮華薬毒|
扇易保険、郵便年金の資金は皆

おれIO生活のなかで役立ってい示

す。接金がおil!i'くの小学校や中学

絞の建設こ、さら仁I主公露、遊底、

主主怒、権o建設怠どよ嬰かな字路
づくりI之さ主Z了されているのです。

鈴子三塁んIX事実湾、結婚、万ーの

擦の家主菜o生活祭湾!こ、そしてゆ
とりおる密畿の祭器毒iこ重量霧車，，~室、

慰霊童寄金をもうー震完覆してくだ

之さい。 一重霊安定喜一

霊童富撞珊霊祭躍察軍軍量瞳酒盤癌

iエレファンドャマシi
-f吾妻車会録名義語E韮
〈象人隠}Iヒ呼ばれ、器産筏と蝉1

綾町1監界に致事た笑在的事守年;，;簿

ン・メリック

*監督ヂピイヴト・リンチ

*出演ジ aン・ハ}ト、アンソ

ニー・ホプキンス

砂B持 2月19日{土}午後3時総

演

to入港科 500F号{全長l!lln事}

iドうえを)o1;!寄ら毒主ゐ砂Ivl
お待ちかね Fついにドラえもん

が録台に宝霊場 ぬいぐるみ人形劇-

8出演劇関はかせ

第際作藤ミF'f'ニ雄

惨日隠 3月6B (日)1凶巨正午

関i摘。 2I虫Hl午後3時欄演

惨入量島料 500fIl (全自密書官}

@.:E韓議 殺害事委策会

。医書い合わせ 市民会主富

12月は金調省エネルギー詫潟1
関東霊霊祭深型車童話会でi話会均様、

毒気C濁する轡エネルギーや議議主主

安全白梅談および畿運盤、スライド

おどを盈つての議事幾重量殺縦しをま延安。

希望書i品、総会のよい協議、事態

長師、人善まくさ予定3を送実]のうえご

参1J[Jください忽

b串込先 〈重さ〉喜善要豊富霊祭事長室をi幾重宝

京棄事業率a宮 0474-44-li781

!労繍業務腕jでも搬繋!
1>89寺 2月2出日〈二七〉午後1時事か
ら4時まで
砂議所干葉中央コミュニティセ

ンター6港別講醤皇室
炉問い合わせ千葉中央法律遂事霊

長時宮0472ー25-4567
'炉格駁無科

imラシティ
*主宰官話会 21'ミ46(金〉午毒ijl1連隊

怒ら望書iヒ台ilie毛センターで

集点字勉強会 21'ミ256C宣言〉午産主

犯草寺から重車工会室宮で

本童書滋君事強会 2 Fl236C7.l0午磁
10努力ら

本宅F綴勉強会密造湾窪包午後1

草寺かま~3絡まで遜jt台市民センタ

句叩"c

*車置E曹司王奉仕活動 2月15日〈火〕
*鎚務置傘仕活魁 2月22日〈火〕
砂問い合わせ社会福担t協議会

宮84-1臼9

|軒震とおお QI
立L寄華11'司15日告riJ1;びこを祭るJ

の主主かで主主Eむさみれ11ありまし芝e

議JIEしておわびいたします。

-(主義憲章表号車一

~. I (6) 

一孫子操潟会-

1>1'普段 2Fl68(8)言語天t:tl主
ヱコモメ8霊童、シギ、 JJモなど
一挙事電話望書著書隆会とカウント

H 苦8 21'普138C正三〉言語天t:tl上

砂書長会湾役所午藷U99吾

一山中怒練施金

後湾8 2 1'司19~209C主.8)

器君主3のため予約書き〈費沼i主主Z還

整理主まどを重量めて 1万円ほど〉

。罪悪い合わせ 皇室橋3'82-2783

閣|閣回圃圃
*本下総l<fこ組合揖人部議ガら、

Pひさまわり国語〈揮事務マザ ズホ

ふり父先主主へ27ヨ泌総喝の寄i古ガ
話器り2まいだ。

*r轄E莞〈護護老ろ〉のおから fひまわ
り襲欝J べ襲撃燃へケ…キ10緩め霊室震蓄

があるつきましだ。

*干器官監小繁華喪PTAl義tJSco者支
給り襲撃J(})父5吉会へ352641F号(})
襲撃付11おりさまし応。

*慰霊聾然体損壊08擦がをう者士会穏祉

総数繁華審議革命へ6028隠の霊害対ガお

り主択しだ。

場鎗陶…機転車、綴rs事喜一機から箔
祉の絞めi己点、<!le二し'Eω…部、
2500fIlの襲撃付がめり診し足。

ホ悶ミFの問題臨t士重量織がを己主士会経祉

施設聖護餓総数へ247ラ9552肉の聖書総

ガあり議した。

ホ議軍事者盤機(t:þ~襲〉から rひまわ

り悪習J へ li51200F号o簿俗文プあり
ましだu

臨盟躍盤
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4金1'"曹鵬嚇死コピレ3擢豆沼告鵠法制強詰{I}側

{])ニ仁 i 晴樹鋭z商工会建立お~î澗
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